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　この報告書は、2020年12月6日に開催した上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム「これ

からどのような英語教育が求められるのか～言葉で『つながる』授業をつくる～」の発表、議論

の内容をまとめたものです。今回は初のオンライン開催となりましたが、全国各地や海外から

教育現場の先生、研究者、学生、教育行政関係者など、多くの皆様にご参加いただきました。

　第１部では、ARCLE理事の先生方の討論を通して、これから求められる英語教育についての

考えを深めました。続く第2部では、オンデマンド型、オンラインによる同時双方向型、対面型

（教室）の３パターンの授業の体験を通して、ハイブリッドな授業設計について具体的な方法の

提案を行いました。これからの英語教育を考える資料として、ご活用いただければ幸いです。

子どもたちが生きていくこれからの時代は、予測不可能
なことが起こる時代ともいえます。そのような中で求めら
れる英語教育とはどのようなものでしょうか。今の大きな
変化を捉え、これからの時代に英語教育を通して身につ
けてほしい力について議論を深めました。
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田中 茂範 先生

根岸先生：第１部では、コロナ禍により一変したこ
の状況において、改めてどのような英語教育が求
められるのかについて、田中先生、吉田先生にお
話しいただき、それについてアレン先生、金森先生
からご感想とご質問をいただきます。では、田中先
生よろしくお願いします。
田中先生：大きなテーマですが、過去に何回も繰
り返された問いであり、私自身が考えてきたことの
概要をお話しできればと思います。
　これまで私は、個人に求められる資質として、
「たくましさ」と「しなやかさ」を言い続けてきまし
た。「たくましさ」とは、自分で考え、判断し、行動す
るという自立（律）性です。「しなやかさ」とは、異な
る人と向き合うために、自らの常識や意味空間を
変えていく柔軟性です。英語教育において、「たく
ましさ」は自己表現力、「しなやかさ」は対話力で
あり、それらを育てていくことが求められています
（図1-1）。
　グローバル化とデジタライゼーションが両輪を担
う新しい時代において求められるのは、連帯、協
働であると考えます（図1-2）。連帯は、コミュニケー
ションを通して可能となるもので、そこでは確かな
英語力が求められます。これまでは、テストで高得

点を取れる生徒が、英語が得意だといわれてきま
したが、それは確かな英語力とはいえません。これ
から求められるのは、生徒一人ひとりの中に息づく
英語力、My English、個人に帰属する英語力を
育てていくことです。これまでは、Adapta t i on 
Modelというネイティブのように英語を話せる正し
さ、適切さが重要視されてきましたが、CEFRなど
では、Proficient-Language User Modelが英
語力を語るモデルとして使われています。これは、
文化が正しさを決めるのではなく、場面が決める
という見方で、世界中の人と様々な状況でやり取り
をする調整能力が求められているということです。
　CEFRには、Lingu i s t i c Compe tence s、
Sociol inguist ic Competences、Pragmatic 
C ompe t e n c e sの３要素があり、L ingu i s t i c 
Compe t ence sは、lex i c a l、grammat i c a l、
semant ic、phono log ica lなどに分かれていま
す。しかし、この分類的記述方法ではinteraction
の部分が捉えきれず、トータルとしての能力は見え
ないという問題点があるため、今後は英語力の定
義を相互作用型に変えていく必要があります。そ
こで本研究会（ARCLE）では、interactionの部
分を捉えられるものとしてECFを開発しました

（ P.4図 1 - 3 ）。E C Fでは、タスク・ハンドリング
（ T A S K - HANDL I N G）と言 語リソース
（LANGUAGE RESOURCES）が相互に関係
し合うと捉え、タスク・ハンドリングを行うために、ど
の ような 言 語リソ ー スを 使 い 、ス キ ルを
competenceに変え、actionに持っていけるかを
定義し、幼児から成人までの一貫した英語教育カ
リキュラム編成としてまとめています。
　ECFでは、タスク・ハンドリングと言語リソースの
言語的レパートリーが、個人の中に息づく英語、
My Englishだと考え、そうした力の育成が英語
教育の目標であることを明示化しています。
　そして、コミュニケーションの能力はスパイラル
に発達していくと捉え、それぞれの年齢ステージ
における言語世界で、典型的なタスクをどのような
言語リソースを使って行うのかを、一貫した軸を
持って、発達段階別に整理しています。言語リ
ソースは語彙力・文法力・慣用表現力の3つで表
し、語彙力は基本語力・拡張語力、文法力はチャ
ンクの形成・チャンキング、慣用表現力は表現の型
に分類しています。
　Otto Jespersonは、言語には慣習と創造の2
つの側面があり、自由表現と慣用表現が言語の
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両輪であると述べています。慣用表現を使う力を
育てれば、自分の思いを効率よく表現できるように
なり、英語表現の組み立てが容易になります。また、
慣用表現を使うことができれば、会話の流れを自
由に自己調整でき、慣用表現の連鎖がプレゼン
テーションやチエアリングのスキルとなります。
　ただし、タスクは無数に存在するため、個々のタ
スクをリストにしても、その場限りのものになってし
まいます。抽象度を上げ、タスク・ハンドリング・スキ
ル（事物描写力、概念説明力、発表力、対話力、
交渉力など）に注目することが重要です。また、ね
らい（目的）があるのはタスクであって、「話す」
「書く」といった表現モード自体ではないことを自
覚しておく必要があります。
　英語力を育成するためには、教材開発と指導
法と評価方法に一貫性、整合性がなくてはなりま
せん。タスク・ハンドリングと言語リソースが目標設
定の鍵となり、語彙力、文法力、慣用表現力を鍛
える教材や様々なタスク・ハンドリングをカバーする
教材の開発が必要です。指導法においては、
Task-based Teaching、言語リソースを増やす
Language-based Teaching、瞬発力や音声で
表現する力を育てるOrality-based Teaching

も大事です。
　最後になりますが、「いつか、どこかで、誰かと
話したい」ではなく、「今、ここで、あなたと話した
い」という気持ちを醸成すること、つまり学習者で
あると同時に表現者でもあるという、Learn ing 
by doingを実践することが必要になります。語学
教師は、しらけない場をつくるプロデューサーにな
ることが重要なのです。本日はこれまで考えてきた
概要部分をお伝えしました。
根岸先生：ありがとうございました。それでは、ア
レン先生からのご感想とご質問をお願いします。
アレン先生：この変動する２１世紀だからこそ、言
葉が大きな力をもつという田中先生のご発表に深
く賛同いたします。
　２１世紀は新しいテクノロジーの時代ですが、
世界には様々な問題が山積しており、公正、公平
にならない現実に多くの人が苦しんでいます。この
ように不確実で目まぐるしく変化する現代において、
OECD教育局は子どもたちが大人になる2030年
頃にどのような能力獲得が必要で、教育はどのよ
うに変わるべきかについて、世界各国の教育機関、
教育省、教育行政、教師や生徒などから声を聞き、
議論を進めるためのEducation2030を、2015年

にスタートしました。Education2030は、日本にお
いても学習指導要領の改訂に大きな影響を与え
ました。
　次に、Education2030のLearning Compass
をご紹介したいと思います（図1-4）。
　学力は、Knowledge , Sk i l l s , At t i tudes , 
Valuesの４つによって進みます。獲得した【知識】
を実際の場面で使いこなす能力を【スキル】として
います。それには「認知的またはメタ認知的スキ
ル」、「社会的または情意的スキル」、そして「身体
的または実践的スキル」という３つのスキルがあり
ますが、私は「社会的または情意的スキル」に注目
しています。このスキルには、共感する力、敬う力、
他とつながる力があり、教室の中でも、活動を通し

て育てるべき力だといわれています。また、それら
の力を読み取るために、忍耐、責任、好奇心、勇
気等のスキルを評価することの重要性についても
述べられています。
　Education2030では、自分を含めた人々の幸
せのためによりよい世界を構築することを願い、行
動を起こせる人に成長できることを目標としていま
す。このニューノーマルといわれる新しい教育観の
中心にあるのは、学習者の主体性という考え方で
す。自分で目標を設定し、自らも振り返り、変化がで
きるように責任をもって動ける力、他者の選択に従
うのではなく、自らの力で動き、自ら決断を下す学習
者を育てることが必要だとしています。英語教育で
も、学習者主体型の教育が必要であるといわれ、

Learning-Organisation for Economic Co-operation and Development (oecd.org) 
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表現する力を育てるOrality-based Teaching
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　次に、Education2030のLearning Compass
をご紹介したいと思います（図1-4）。
　学力は、Knowledge , Sk i l l s , At t i tudes , 
Valuesの４つによって進みます。獲得した【知識】
を実際の場面で使いこなす能力を【スキル】として
います。それには「認知的またはメタ認知的スキ
ル」、「社会的または情意的スキル」、そして「身体
的または実践的スキル」という３つのスキルがあり
ますが、私は「社会的または情意的スキル」に注目
しています。このスキルには、共感する力、敬う力、
他とつながる力があり、教室の中でも、活動を通し

て育てるべき力だといわれています。また、それら
の力を読み取るために、忍耐、責任、好奇心、勇
気等のスキルを評価することの重要性についても
述べられています。
　Education2030では、自分を含めた人々の幸
せのためによりよい世界を構築することを願い、行
動を起こせる人に成長できることを目標としていま
す。このニューノーマルといわれる新しい教育観の
中心にあるのは、学習者の主体性という考え方で
す。自分で目標を設定し、自らも振り返り、変化がで
きるように責任をもって動ける力、他者の選択に従
うのではなく、自らの力で動き、自ら決断を下す学習
者を育てることが必要だとしています。英語教育で
も、学習者主体型の教育が必要であるといわれ、

Learning-Organisation for Economic Co-operation and Development (oecd.org) 

上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム報告書2020 （ARCLE）上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム報告書2020 （ARCLE） 54

第
1
部
：
討
論

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
英
語
教
育
が
求
め
ら
れ
る
の
か

第
1
部
：
討
論

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
英
語
教
育
が
求
め
ら
れ
る
の
か



図1-5

アレン玉井 光江 先生 吉田 研作 先生

その試みが進められています。ここで田中先生に
質問です。ニューノーマルといわれる英語教育を
求めて、われわれ教師が知っておくべきこと、また
覚えておくべきことをまとめていただけますか。
田中先生：Education2030の要諦は、agencyと
いう概念とactionに表れ
ています。知は、自分の
頭の中にあるだけではな
く外に出せること、つまり
実践の知が重要です。
プロジェクトは、ある目的
に向かってみんなで取り
組むことで、リサーチし、
ディスカッションし、プレゼ
ンテーションをする力に
つながります。リサーチに
よって、他者と向き合うこ
と、自分の持っている常
識が通じないこと、相互
にco-constructしていく
ことを学び、リサーチした

ことをディスカッションすることで、他者の意見を調
整する力、自分の中に取り込む力がつき、魅力的
なアイデアを生み出すことができます。cr i t i c a l 
thinkingや正確な評価をするためにディベートは
重要ですし、ディスカッション、プレゼンテーションは
自分の中にあるものを差し出す、究極の自己表現
力だと考えます。限られた時間で自分のアイデア
を魅力的に整理し、選び、プレゼンテーション・ディ
スカッション・リサーチの３つを円環させながら、結
果を生み出すのがプロジェクトです。その結果が、
sympathyやempathy、perseveranceを総合
的に鍛えていくことにつながると考えます。
根岸先生：ありがとうございました。吉田先生にご
発表をお願いします。
吉田先生：全体的な考え方は、田中先生と変わり
ませんが、コロナ禍で変わってきたこともあります。
　“Fish Bowl Model”は20年くらい前に発表し
たモデルですが、それまでの英語教育は、金魚鉢
にいる金魚と同じように、誰かが世話をしなければ
学べない状況でした（図1-5）。教師は言語の形態
を一生懸命教え、ネイティブの英語でなければ英

語でないという発想であったため、授業で簡単な
会話はできても、学習した英語は教室の外では役
に立たない状態でした。21世紀に入り、グローバ
ル人材育成、SEL-Hiプログラムなどが始まり、私
は“Open Seas Model”を発表しました。これから
は大海に出て、自らの力で生き、いろいろな体験を
しながら、たくましく生きていける姿に変わっていく
必要があることを示しています。言われたから学
ぶのではなく、自らやってみたいことを探し、自分か
らいろいろなテー マにアタックしてい ける
Learner-centeredでありたいです。そして教師
が生徒を助ける、カウンセラー的な役割に変わる
ことで、生徒は自分の力で英語を学んでいけるよ
うになります。生徒がネイティブの真似ではなく、自
分の言いたいことを言おうとする、My Englishに
近い考え方の英語を自ら開発し、それを使ってい
ける手助けをしていきたいものです。コミュニケー
ションの大事さを進めることで、accura cyから
acceptabilityへと変わり、文法の正しさに焦点を
当てるのではなく、相手が伝えたかったことを受け
止め、互いに意味の交渉をしながら通じ合うこと、

acceptableな言葉、外国語を学び、いろいろな価
値観に触れながら、人間として育っていく時代の
英語教育へと変わってきているのです。
　Ikeda先生がまとめた、Types o f L2/FL 
teaching approaches（2011）に沿って、日本の

英語教育を振り返りたい
と思います（P.8図1-6）。こ
れまでは、教室以外では
英語は使わない、知識の
蓄えを中心とした、教室
で役立つ英語でした。
s t r u c t u r a lモデルが
ベースにあり、暗記や正
しい文型の自動化を目
指す、文型中心のシラバ
スだったため、教室では
話せているのに、一歩外
に出ると全然話せない
ケースがたくさんありまし
た。1964年の東京オリン
ピック、1970年の日本万
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図1-6 図1-7

国博覧会で初めていろいろな国の人と接した日
本人は、形だけを覚えていては駄目であることに
気づき、1970年の学習指導要領に、「自己表現」、
「理解すること」、「国際理解」という言葉が加わり
ました。これがコミュニケーションへの意識を膨らま
せ、Communicat ive Language Teaching

（CLT）の導入へとつながりました。最初は文法
を覚え、ドリルをし、できあがったら会話をしてみると
いう構造を学ぶことからでしたが、Presentation-
Practice-Production（PPP）、SLA（第二言語
習得）の研究が1980年代から進み、タスクという
言葉が重要性を増しました。言葉を使って何がで
きるようになればよいか、どのようなタスクを完成さ
せればよいかが重要となり、Task-basedカリキュ
ラムへと変わっていきました。タスク達成に必要な
linguistic resourcesとは何か、言語的リソース
の重要性が意味をもつようになり、タスクを達成す
るために言語の形を覚える、focus on formの考
え方へと移行していきます。それが進み、最近は、
CLIL（Content and Language Integrated 
Learning）という考え方が導入されています。

コンテント中心の考え方へと変わり、Structure-
basedからCommunication-basedへと移行し
てきているのが現状です。　　
　今回の学習指導要領は、CEFRの考え方を
ベースに日本の学習者がCEFRのどこに位置す
るのかを示し、能力レベル別に「何ができるか」を
CAN-DOの表現で一覧化しています。自分の英
語を使いながら、言いたいことを相手に伝えること
ができる力の大切さが、ここにも示されています。
最終的には、国境もなく、いろいろな国の人たちが
一緒になってSDGsの17ゴールに向けて話をし、
協働しながら問題の解決にあたっていける教育を
目指していくことが大切だと思っています。
　ニューノーマル時代の英語教育を考える際の
モデルの１つとしてRichards & Rodgersを提示
します（図1 - 7）。彼らは、Approach、Des ign、 
Procedureの３枠がなければMethodologはで
きないという考え方です。Approachは、何のため
の英語や外国語で、どう学べば学べるのだろうと
いう基本的な考え方であり、どんな時代であっても
変わらない部分です。言語を学ぶために必要なこ

とが分かれば、教え方が見えてきます。学習の進
め方や言語の身につけ方を心理面からも考え、教
師、生徒、教材の役割を考えたDes ignが、カリ
キュラムやシラバスです。最も目的に適した形によ
る具体的な教え方がProcedureですが、ここが
今回、コロナ禍の影響を最も受けた部分でもあり
ます。ポストコロナ時代に入った時、これまでとまっ
たく同じ対面方式に戻ることはなく、これまでに試
してきたオンライン、ハイブリッド型で身につけたこ
とを生かしていく必要があります。私も自分の授業
準備のためにたくさんのビデオを作りました。グ
ループワーク、ペアワーク、他校との交流、他国と
の交流、遠隔でゲストを呼ぶことなど、いろいろな
経験がオンラインにより可能になりました。これらを
授業の中にどのように組み入れ、新しい授業を展
開していくかを考えていくことが大切です。これま
で反転授業の実現について多く語られてきました
が、コロナを機により具体的に考えることができ、可
能性が広がりました。この1年は大変なこともありま
したが、その経験を次の時代に生かしていきたい
と思っています。

根岸先生：ありがとうございました。それでは、金
森先生お願いします。
金森先生：吉田先生が指摘されたように、金魚鉢
モデルが英語教育の一番の課題であり、このモデ
ルから脱却しない限りは、必要な能力を与えること
ができないと私も考えます。大切なのは指導する
側のマインド・リセットですが、教師を育てるという
視点から考えた時に、私は動物園モデルという考
え方を使っています。例えば、チンパンジーを育て
る時、一生動物園で飼育する場合と森に返す場
合とでは、育て方が違ってきます。指導する側がど
こに向かって育てるのかを考え、身につけさせた
い力や評価の情報をもっておく必要があります。
そして、そこに信頼性、妥当性のあるテストがない
限りは、その力を十分に測ることはできません。
　GIGAスクール構想のおかげで、デジタル化が
一気に進みました。デジタル教材が魅力的になれ
ば、教える側のマインドも変わっていきます。個人
で勉強できるデジタルコンテンツも必要ですが、学
びの直接体験がある教室の中で活用でき、学び
を深め、豊かにできるデジタルコンテンツこそが必
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　ニューノーマル時代の英語教育を考える際の
モデルの１つとしてRichards & Rodgersを提示
します（図1 - 7）。彼らは、Approach、Des ign、 
Procedureの３枠がなければMethodologはで
きないという考え方です。Approachは、何のため
の英語や外国語で、どう学べば学べるのだろうと
いう基本的な考え方であり、どんな時代であっても
変わらない部分です。言語を学ぶために必要なこ

とが分かれば、教え方が見えてきます。学習の進
め方や言語の身につけ方を心理面からも考え、教
師、生徒、教材の役割を考えたDes ignが、カリ
キュラムやシラバスです。最も目的に適した形によ
る具体的な教え方がProcedureですが、ここが
今回、コロナ禍の影響を最も受けた部分でもあり
ます。ポストコロナ時代に入った時、これまでとまっ
たく同じ対面方式に戻ることはなく、これまでに試
してきたオンライン、ハイブリッド型で身につけたこ
とを生かしていく必要があります。私も自分の授業
準備のためにたくさんのビデオを作りました。グ
ループワーク、ペアワーク、他校との交流、他国と
の交流、遠隔でゲストを呼ぶことなど、いろいろな
経験がオンラインにより可能になりました。これらを
授業の中にどのように組み入れ、新しい授業を展
開していくかを考えていくことが大切です。これま
で反転授業の実現について多く語られてきました
が、コロナを機により具体的に考えることができ、可
能性が広がりました。この1年は大変なこともありま
したが、その経験を次の時代に生かしていきたい
と思っています。

根岸先生：ありがとうございました。それでは、金
森先生お願いします。
金森先生：吉田先生が指摘されたように、金魚鉢
モデルが英語教育の一番の課題であり、このモデ
ルから脱却しない限りは、必要な能力を与えること
ができないと私も考えます。大切なのは指導する
側のマインド・リセットですが、教師を育てるという
視点から考えた時に、私は動物園モデルという考
え方を使っています。例えば、チンパンジーを育て
る時、一生動物園で飼育する場合と森に返す場
合とでは、育て方が違ってきます。指導する側がど
こに向かって育てるのかを考え、身につけさせた
い力や評価の情報をもっておく必要があります。
そして、そこに信頼性、妥当性のあるテストがない
限りは、その力を十分に測ることはできません。
　GIGAスクール構想のおかげで、デジタル化が
一気に進みました。デジタル教材が魅力的になれ
ば、教える側のマインドも変わっていきます。個人
で勉強できるデジタルコンテンツも必要ですが、学
びの直接体験がある教室の中で活用でき、学び
を深め、豊かにできるデジタルコンテンツこそが必
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図1-8

金森 強 先生

根岸 雅史 先生

要なのではと考えています。
　日本の教育は、どちらかというと文字言語による
教育が多く、音声言語による教育は十分ではあり
ません。実生活では、人の話を聞いて言ったことに
対して反応して、自分の意見をその場で述べたり、

聞いた内容をまとめて書いたり、ディスカッションを
したりするなど、いろいろなことが起こります。とこ
ろが、英語の授業を見ていますと、読んだ後の
r e - t e l l i n g 活 動はありますが、聞いた後の
re-tell ing活動はあまりありません。聞いてすぐに
re-tellingできる力を育てることは、英語だけでな
く、日本語においても大事です。人の話を聞く、考
えながら聞く、予想しながら聞く、反論しながら聞く、
まとめながら聞く、共感しながら聞く等、いろいろな
聞くが起こり、聞いた後には発信をします。これを
繰り返すことで「聴き解く力」が育ち、この力を育
てる音声言語としての言語教育に、もっと力を入
れていくべきだと考えています（図1-8）。
　今回、文部科学省国立教育政策研究所から出
された「『指導と評価の一体化』のための学習評
価に関する参考資料」には、いろいろな実践例が
載せられています。今後は、それぞれに応じた評
価のための資料の充実が望まれます。小学校に
おける音声指導には「適切に指導する」とありま
すが、評価記述には「音声的特徴は評価しない」
と記述されています。指導と評価の一体化であれ

ば、評価すべきだろうと
思いますが、この点につ
いて吉田先生のお考え
をお聞かせください。
吉田先生：私も評価の
冊子とマニュアルを見さ
せていただきました。今
回はCAN-DOをベース
としたカリキュラムになっ
ています。CAN-DOは、
自信度を測る尺度で、

“Yes, I can”の答えは、
生徒自身に自信があるこ
とを示します。この時、先
生が生徒に対して言う
のではなく、生徒自身が

自分について“Yes, I can”と言えることが大切で
す。一番大切なのは、自分の英語を使う力に対し
てどれだけ自信をもてたかです。単語を正しく使え
ることは大事かもしれませんが、それ以上に、目的
に応じたタスクを自分なりにできたと思える気持ち
が大切です。発音に関しても同様で、発音自体の
評価、構造としての発音のように、細かい音声的
な違いを評価することは重要ではないと思います。
ただ、人とコミュニケーションをして、自分の言って
いることが相手に通じなければ意味はありません。
相手に通じたかどうかを確認し、通じる英語を使
いながら身につけていく。そして、相手に通じた体
験ができれば、その時の発音はよかったということ
になるので、そういう意味での発音は、タスクの達
成、思考力、判断力、表現力のところで、英語が通
じたという側面からの指標が必要になると思いま
す。英語は世界でも特殊な言語で、第二言語や
外国語として運用している人の数が、母語として
いる人の数の３倍近くいます。それだけに、ネイ
ティブらしい、あるいはネイティブの英語を基準に
する考え方では成り立たなくなっています。一人ひ
とりの人間が互いにコミュニケーションをする、そこ
で通じる発音、通じた英語が一番大事だと思いま
す。
根岸先生：ありがとうございました。今回、吉田先
生と田中先生には、「これからどのような英語教育
が求められるのか」をテーマに考えていただき、お
話ししていただきましたが、結果的に同じような視
点が提供されていたと思いました。例えば、田中
先生の「いつか、どこかでではなく、今、ここで」と
吉田先生の“Fish Bowl Model”は、とても強くつ
ながっていると思いましたし、田中先生の違いや
対話の話は、吉田先生の“Open Seas Model” 
における“Accep t ab i l i t y & D ive r s i t y o f 
values as norm”や“Tolerance of mistakes” 
と同じ線上にあったと思います。大切なことは変わ
らないのだと思いました。

　コロナ禍の直前までは多かった移動が今は止
まったように見えますが、幸いインターネットの状況
が整っていたために、コミュニケーションは必ずし
も止まっているわけではなく、むしろ活発化したか
もしれません。外国からもインターネットで質問が
来るようになったことを考えると、限られた人が外
国語を使うのではなく、外国語を使ってできるつな
がりが、人生を豊かにすると考えました。第1部で
はこれまでを振り返ることで、明日を考えるために
大切なことや、答えへの道筋が照らされるものが
たくさんあることに気づかせていただきました。明
日の授業にすぐつながるものには、即効性はありま
すが、その即効性はあまり長持ちしません。教材
や生徒が変わった瞬間に終わってしまうことさえ
あります。しかし、タスク・ハンドリングという考え方
をもつこと、文 法や語 彙という言 葉とは別に
resourcesという言葉で捉えておくことは非常に
大切なのだと、改めて思いました。
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図1-8

金森 強 先生

根岸 雅史 先生

要なのではと考えています。
　日本の教育は、どちらかというと文字言語による
教育が多く、音声言語による教育は十分ではあり
ません。実生活では、人の話を聞いて言ったことに
対して反応して、自分の意見をその場で述べたり、

聞いた内容をまとめて書いたり、ディスカッションを
したりするなど、いろいろなことが起こります。とこ
ろが、英語の授業を見ていますと、読んだ後の
r e - t e l l i n g 活 動はありますが、聞いた後の
re-tell ing活動はあまりありません。聞いてすぐに
re-tellingできる力を育てることは、英語だけでな
く、日本語においても大事です。人の話を聞く、考
えながら聞く、予想しながら聞く、反論しながら聞く、
まとめながら聞く、共感しながら聞く等、いろいろな
聞くが起こり、聞いた後には発信をします。これを
繰り返すことで「聴き解く力」が育ち、この力を育
てる音声言語としての言語教育に、もっと力を入
れていくべきだと考えています（図1-8）。
　今回、文部科学省国立教育政策研究所から出
された「『指導と評価の一体化』のための学習評
価に関する参考資料」には、いろいろな実践例が
載せられています。今後は、それぞれに応じた評
価のための資料の充実が望まれます。小学校に
おける音声指導には「適切に指導する」とありま
すが、評価記述には「音声的特徴は評価しない」
と記述されています。指導と評価の一体化であれ

ば、評価すべきだろうと
思いますが、この点につ
いて吉田先生のお考え
をお聞かせください。
吉田先生：私も評価の
冊子とマニュアルを見さ
せていただきました。今
回はCAN-DOをベース
としたカリキュラムになっ
ています。CAN-DOは、
自信度を測る尺度で、

“Yes, I can”の答えは、
生徒自身に自信があるこ
とを示します。この時、先
生が生徒に対して言う
のではなく、生徒自身が

自分について“Yes, I can”と言えることが大切で
す。一番大切なのは、自分の英語を使う力に対し
てどれだけ自信をもてたかです。単語を正しく使え
ることは大事かもしれませんが、それ以上に、目的
に応じたタスクを自分なりにできたと思える気持ち
が大切です。発音に関しても同様で、発音自体の
評価、構造としての発音のように、細かい音声的
な違いを評価することは重要ではないと思います。
ただ、人とコミュニケーションをして、自分の言って
いることが相手に通じなければ意味はありません。
相手に通じたかどうかを確認し、通じる英語を使
いながら身につけていく。そして、相手に通じた体
験ができれば、その時の発音はよかったということ
になるので、そういう意味での発音は、タスクの達
成、思考力、判断力、表現力のところで、英語が通
じたという側面からの指標が必要になると思いま
す。英語は世界でも特殊な言語で、第二言語や
外国語として運用している人の数が、母語として
いる人の数の３倍近くいます。それだけに、ネイ
ティブらしい、あるいはネイティブの英語を基準に
する考え方では成り立たなくなっています。一人ひ
とりの人間が互いにコミュニケーションをする、そこ
で通じる発音、通じた英語が一番大事だと思いま
す。
根岸先生：ありがとうございました。今回、吉田先
生と田中先生には、「これからどのような英語教育
が求められるのか」をテーマに考えていただき、お
話ししていただきましたが、結果的に同じような視
点が提供されていたと思いました。例えば、田中
先生の「いつか、どこかでではなく、今、ここで」と
吉田先生の“Fish Bowl Model”は、とても強くつ
ながっていると思いましたし、田中先生の違いや
対話の話は、吉田先生の“Open Seas Model” 
における“Accep t ab i l i t y & D ive r s i t y o f 
values as norm”や“Tolerance of mistakes” 
と同じ線上にあったと思います。大切なことは変わ
らないのだと思いました。

　コロナ禍の直前までは多かった移動が今は止
まったように見えますが、幸いインターネットの状況
が整っていたために、コミュニケーションは必ずし
も止まっているわけではなく、むしろ活発化したか
もしれません。外国からもインターネットで質問が
来るようになったことを考えると、限られた人が外
国語を使うのではなく、外国語を使ってできるつな
がりが、人生を豊かにすると考えました。第1部で
はこれまでを振り返ることで、明日を考えるために
大切なことや、答えへの道筋が照らされるものが
たくさんあることに気づかせていただきました。明
日の授業にすぐつながるものには、即効性はありま
すが、その即効性はあまり長持ちしません。教材
や生徒が変わった瞬間に終わってしまうことさえ
あります。しかし、タスク・ハンドリングという考え方
をもつこと、文 法や語 彙という言 葉とは別に
resourcesという言葉で捉えておくことは非常に
大切なのだと、改めて思いました。
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オンデマンド型授業の一場面

英語教育を通して身につけたい力を伸ばすために、対面とオンラインの融合を目指す指
導とはどのようなものでしょうか。参加者の方々が生徒役を体験しながら、授業での教
師の働きかけについて考えました。

発表者：長沼 君主（東海大学）
工藤 洋路（玉川大学）
津久井 貴之（大妻中学高等学校）

第2部：実践研究

「つながる」英語の授業をつくる
～対面とオンラインで～

①オンデマンド型授業（7分）

4：言語活動
短いスピーチ（先生の好きな映画について）の
中にあるウソを見抜く活動

（1）先生のスピーチを聞く
　 字幕を使った文法内容の復習も同時に行う
（2）英文の黙読
　 ウソを見抜く手助けとなる段落を黙読する
（3）再度、好きな映画についての映像部分を
　 視聴する

先生の話のどこにウソがあるのかを見抜くために、
再度リスニングを促す
  Please watch the introduction of my favorite 
movie again. Can you indicate where I am 
making up a response? I mean, can you find 
where I am telling a lie?

（※make up a responseが英文中に出てくるため、その表現
を用いて問いかけた後に、言い換えを用いて発問している）

1：導入
キーワードを確認後、授業テーマの導入

  Now we’re learning about non-verbal 
communication associated with telling a lie.
If you can see my body language very carefully, 
you will notice if I am telling a lie or not.

3：授業テーマ
（1）提示資料を使って、授業テーマを生徒と共有する

（2）途中に生徒へ質問（疑問文）を多めに投げかけ、
 　 生徒を引き込む

  Today, I’d like to think about another 
reliable indication or evidence related to, 
associated with lying.

  How can you notice I am telling a lie?
What is another reliable indication of 
telling a lie?

2：レビュー
先生が質問を交えながら、これまでの授業内容を振り
返る

  It’s a quick review of the previous paragraphs. 
In those paragraphs, what did you learn about 
the body language associated with lying?

（1）活動内容の振り返りと答えの共有を行う
  Did you find where my lie was? At the end 
of this video, I will tell you the answer where 
I told a lie during the speech.

（2）英文理解の確認（再度の黙読を行う）
  I have a comprehension question. Just 
one question. Right here.（英文を提示）
You can answer either in Japanese or in 
English. 

5：まとめ

第2部：実戦研究（撮影会場）

工藤先生：第２部では、最初に私から本実践研
究の背景を説明し、その後は、津久井先生による
３つの授業形態（①オンデマンド型、②オンライン
の同時双方向型、③対面授業）を見て体験してい
ただきます。最後に長沼先生と私が解説をします。
　コロナ渦の今年度は、対面授業の代わりとし
て、オンライン授業が広く行われるようになり、新し
い授業形態が入ってきました。それぞれのよさが
ありますが、課題もあります。オンデマンド型授業で

は、その場の生徒の反応が見えない、もらえない
ので、やりにくさはあります。同時双方向型授業で
は、何時間もオンラインで授業を行っていると目が
疲れますし、慣れない機器の操作に時間がかか
ることもあります。対面授業が行われていても、ペ
アワークができず、マスクをしたままでの授業では、
課題や悩みがあると思います。まずは、今の状況、
または2020年の４、５月頃を思い出し、悩みや課題
をチャットで共有したいと思います。
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オンデマンド型授業の一場面

英語教育を通して身につけたい力を伸ばすために、対面とオンラインの融合を目指す指
導とはどのようなものでしょうか。参加者の方々が生徒役を体験しながら、授業での教
師の働きかけについて考えました。

発表者：長沼 君主（東海大学）
工藤 洋路（玉川大学）
津久井 貴之（大妻中学高等学校）

第2部：実践研究

「つながる」英語の授業をつくる
～対面とオンラインで～

①オンデマンド型授業（7分）

4：言語活動
短いスピーチ（先生の好きな映画について）の
中にあるウソを見抜く活動

（1）先生のスピーチを聞く
　 字幕を使った文法内容の復習も同時に行う
（2）英文の黙読
　 ウソを見抜く手助けとなる段落を黙読する
（3）再度、好きな映画についての映像部分を
　 視聴する

先生の話のどこにウソがあるのかを見抜くために、
再度リスニングを促す
  Please watch the introduction of my favorite 
movie again. Can you indicate where I am 
making up a response? I mean, can you find 
where I am telling a lie?

（※make up a responseが英文中に出てくるため、その表現
を用いて問いかけた後に、言い換えを用いて発問している）

1：導入
キーワードを確認後、授業テーマの導入

  Now we’re learning about non-verbal 
communication associated with telling a lie.
If you can see my body language very carefully, 
you will notice if I am telling a lie or not.

3：授業テーマ
（1）提示資料を使って、授業テーマを生徒と共有する

（2）途中に生徒へ質問（疑問文）を多めに投げかけ、
 　 生徒を引き込む

  Today, I’d like to think about another 
reliable indication or evidence related to, 
associated with lying.

  How can you notice I am telling a lie?
What is another reliable indication of 
telling a lie?

2：レビュー
先生が質問を交えながら、これまでの授業内容を振り
返る

  It’s a quick review of the previous paragraphs. 
In those paragraphs, what did you learn about 
the body language associated with lying?

（1）活動内容の振り返りと答えの共有を行う
  Did you find where my lie was? At the end 
of this video, I will tell you the answer where 
I told a lie during the speech.

（2）英文理解の確認（再度の黙読を行う）
  I have a comprehension question. Just 
one question. Right here.（英文を提示）
You can answer either in Japanese or in 
English. 

5：まとめ

第2部：実戦研究（撮影会場）

工藤先生：第２部では、最初に私から本実践研
究の背景を説明し、その後は、津久井先生による
３つの授業形態（①オンデマンド型、②オンライン
の同時双方向型、③対面授業）を見て体験してい
ただきます。最後に長沼先生と私が解説をします。
　コロナ渦の今年度は、対面授業の代わりとし
て、オンライン授業が広く行われるようになり、新し
い授業形態が入ってきました。それぞれのよさが
ありますが、課題もあります。オンデマンド型授業で

は、その場の生徒の反応が見えない、もらえない
ので、やりにくさはあります。同時双方向型授業で
は、何時間もオンラインで授業を行っていると目が
疲れますし、慣れない機器の操作に時間がかか
ることもあります。対面授業が行われていても、ペ
アワークができず、マスクをしたままでの授業では、
課題や悩みがあると思います。まずは、今の状況、
または2020年の４、５月頃を思い出し、悩みや課題
をチャットで共有したいと思います。
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「2020年11月　高校2年生に対する授業の1コマ」の
ビデオ再生
non-verbal communicationが占める割合について、
ペアで考えた後、先生とのやり取りも交えながら、順に
考えを発表していく授業の場面を視聴

1：授業の本文を読む

2：授業テーマの振り返り

3：レビュー
前時のオンデマンド映像で示した問いの
答え合わせと解説
（1）ビデオを見た後、先生のウソがどこにあったかを
　 考える
（2）最初に読んだ本文に先生のウソを見抜くヒントが
　 あることを伝える
（3）先生がどの部分でウソをついていたのかを伝える

③対面授業（10分）

②同時双方型授業の実演（10分）

5：回答結果とチャット内容の振り返り
non-verbal communicationには、様々なパターン
があることを共有

4：活動　※英語で展開

（1）投票機能を使って、回答できる質問を生徒に発信
　「コミュニケーションにおいてnon-verbalが占める
　 割合について」
（2）投票状況の一次共有
　   Thank you. 63%. Maybe I need to wait 
　 for a little bit longer.
（3）チャットへの書き込みを促す質問を発信
　「どんな時にnon-verbalを用いているか」
（4）回答状況と回答内容の全体共有
（5）チャットへの回答を取り上げ、先生自身の考えを
　 伝える 
　   One of you says, “when I speak English, 
　 I use more non-verbal communication.” 
　 What do you think? 

（チャットへの書き込み）

　どの発言も貴重な資料になりますね。同じような
悩みや課題があることを共有でき、よかったと思い
ますし、このセッションを通して1つでも解決できた
らよいと思っています。
 本実践研究では、３つの授業形態を検証するに
あたり、津久井先生には同じ教材を使って実践を
してもらいます。①のオンデマンド型授業は、録画
したものを見ていただき、②の同時双方向型授業
は、皆さんが生徒役となり、オンラインで体験して
いただきます。③の対面授業は、実際に高校で行
われた授業を撮影したので、その映像を見ていた
だきます。では、最初にオンデマンド型授業の録画
を見ましょう。
（オンデマンド型授業録画視聴：P.13①）

工藤先生：ここからは、津久井先生と長沼先生に
授業の振り返りのコメントをいただきます。授業者
の津久井先生、いかがでしたか。
津久井先生：自分の動画ですが、改めて見ると、
普段の授業に比べてゆっくり、丁寧に伝えている
印象をもちました。
長沼先生：視覚情報の工夫、ジェスチャーや目
線、指さしなどの工夫、テクニカルな工夫があり、う
まいなと思いました。あと、いい意味での余白があ
りました。オンデマンドでも頭の中で生徒の声を対
話させながら、授業をされているように感じました
が、新しい学校に移られ、関係性がまだできてい
ない中で、どのような工夫をされたのかをお聞きし
たいです。
津久井先生：生徒と初めて対面したのは９月でし
た。今回のオンデマンド授業は、生徒との関係性を
築いて2か月くらいで作ったのですが、画面の向こ
う側にいる生徒の反応を待ちながら、授業を進め
たいと思って行っていました。オンデマンドのよい
点は何度も見直せるところですが、こちらのペー
スで進めてしまうので、なるべく“ため”（間合い）の
部分を意識しました。生徒には早送りされてしまう

かもしれませんが、生徒の反応をイメージして、次
の言葉を話すようにしました。生徒が自分で、“た
め”をつくりながら見ることはないと思うので、そこ
はこちらがしっかりと意識してつくりました。
工藤先生：では、続いて同時双方向型授業を始
めたいと思います。皆さんには、生徒役として実際
に参加していただきます。

さを生かしきるところまでお見せできなかったの
が、これからの私のチャレンジであり、宿題です。
チャットは、反応がリアルタイムに返ってくるところ
がいいですね。実際の授業では、生徒が発話する
か、挙手をするかですが、チャットだと頭の中の考
えが見えているような感覚になります。それはよい
半面、授業者として一つひとつに反応してしまう
と、本来進むべき、進めたいねらいとの間に差が
生じるため、どう擦り合わせるかというジレンマを
感じた10分間でした。
長沼先生：この同時双方向型授業では、つなが
る感覚をどうもってもらうかを意識し、投票機能や
チャットを組み込みました。最初に情報理解の投
票パートがあり、その後に身近な質問で引き寄せ
て、それをベースにしながら、オープンチャットで他
の人の投稿も見える状況で意見を共有しつつ、協
働的にタスクの課題を考える流れにしました。オン
ラインになり、授業のリアリティや自分のやりがいを
もてない、教師としての自分が出せないなどの感
覚をもつこともあると思いますが、津久井先生はこ

のチャットを使った授業からつながりを感じること
はできましたか？
津久井先生：つながり過ぎる感覚もありましたが、
教室には発言しづらい生徒もいることを考えると、
生徒によっては積極的に自分を出せるようになる
授業形態の１つといえるかもしれません。 
長沼先生：同時双方向型授業は、チャットを見な
がら反応するというマルチタスク、マルチモードの
ため、難しさもありますが、大変興味深かったです。
工藤先生：津久井先生の指示を聞きながら、
チャットに書き込んでいる間に、画面には別の指示
や他の人から新しいコメントが届くので、短い時間
にいろいろな技能を同時に使う難しさはあります。
最後に、津久井先生と生徒との対面授業を見て
いきます。同じ教材、内容ですが、違うアプローチ
をとっていますので、見比べて、対面のインタラク
ションのよさを感じていただけたらと思います。

津久井 貴之 先生

工藤先生：津久井先生、ありがとうございました。
津久井先生：チャットのよさを感じましたが、そのよ

津久井先生：高校２年生の習熟度別授業での標
準クラスの生徒たちの様子を見ていただきました
が、改めて対面はいいなと思いました。
長沼先生：私も対面のよさを感じました。ビデオの
テロップにありましたが、生徒のつぶやきを拾って
いくのがよかったです。生徒自身がつぶやく場合も
あれば、ペアや周囲の人と話をしているのを聞い
た先生が拾う場合もあると思います。自然とつぶ
やける関係性のあるクラスの支持的な雰囲気が、
授業の緊張感を解き、友だちと話しやすくするな
どの効果もあると思います。そうした雰囲気は最
初からあったわけではないと思います。新しい学
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「2020年11月　高校2年生に対する授業の1コマ」の
ビデオ再生
non-verbal communicationが占める割合について、
ペアで考えた後、先生とのやり取りも交えながら、順に
考えを発表していく授業の場面を視聴

1：授業の本文を読む

2：授業テーマの振り返り

3：レビュー
前時のオンデマンド映像で示した問いの
答え合わせと解説
（1）ビデオを見た後、先生のウソがどこにあったかを
　 考える
（2）最初に読んだ本文に先生のウソを見抜くヒントが
　 あることを伝える
（3）先生がどの部分でウソをついていたのかを伝える

③対面授業（10分）

②同時双方型授業の実演（10分）

5：回答結果とチャット内容の振り返り
non-verbal communicationには、様々なパターン
があることを共有

4：活動　※英語で展開

（1）投票機能を使って、回答できる質問を生徒に発信
　「コミュニケーションにおいてnon-verbalが占める
　 割合について」
（2）投票状況の一次共有
　   Thank you. 63%. Maybe I need to wait 
　 for a little bit longer.
（3）チャットへの書き込みを促す質問を発信
　「どんな時にnon-verbalを用いているか」
（4）回答状況と回答内容の全体共有
（5）チャットへの回答を取り上げ、先生自身の考えを
　 伝える 
　   One of you says, “when I speak English, 
　 I use more non-verbal communication.” 
　 What do you think? 

（チャットへの書き込み）

　どの発言も貴重な資料になりますね。同じような
悩みや課題があることを共有でき、よかったと思い
ますし、このセッションを通して1つでも解決できた
らよいと思っています。
 本実践研究では、３つの授業形態を検証するに
あたり、津久井先生には同じ教材を使って実践を
してもらいます。①のオンデマンド型授業は、録画
したものを見ていただき、②の同時双方向型授業
は、皆さんが生徒役となり、オンラインで体験して
いただきます。③の対面授業は、実際に高校で行
われた授業を撮影したので、その映像を見ていた
だきます。では、最初にオンデマンド型授業の録画
を見ましょう。
（オンデマンド型授業録画視聴：P.13①）

工藤先生：ここからは、津久井先生と長沼先生に
授業の振り返りのコメントをいただきます。授業者
の津久井先生、いかがでしたか。
津久井先生：自分の動画ですが、改めて見ると、
普段の授業に比べてゆっくり、丁寧に伝えている
印象をもちました。
長沼先生：視覚情報の工夫、ジェスチャーや目
線、指さしなどの工夫、テクニカルな工夫があり、う
まいなと思いました。あと、いい意味での余白があ
りました。オンデマンドでも頭の中で生徒の声を対
話させながら、授業をされているように感じました
が、新しい学校に移られ、関係性がまだできてい
ない中で、どのような工夫をされたのかをお聞きし
たいです。
津久井先生：生徒と初めて対面したのは９月でし
た。今回のオンデマンド授業は、生徒との関係性を
築いて2か月くらいで作ったのですが、画面の向こ
う側にいる生徒の反応を待ちながら、授業を進め
たいと思って行っていました。オンデマンドのよい
点は何度も見直せるところですが、こちらのペー
スで進めてしまうので、なるべく“ため”（間合い）の
部分を意識しました。生徒には早送りされてしまう

かもしれませんが、生徒の反応をイメージして、次
の言葉を話すようにしました。生徒が自分で、“た
め”をつくりながら見ることはないと思うので、そこ
はこちらがしっかりと意識してつくりました。
工藤先生：では、続いて同時双方向型授業を始
めたいと思います。皆さんには、生徒役として実際
に参加していただきます。

さを生かしきるところまでお見せできなかったの
が、これからの私のチャレンジであり、宿題です。
チャットは、反応がリアルタイムに返ってくるところ
がいいですね。実際の授業では、生徒が発話する
か、挙手をするかですが、チャットだと頭の中の考
えが見えているような感覚になります。それはよい
半面、授業者として一つひとつに反応してしまう
と、本来進むべき、進めたいねらいとの間に差が
生じるため、どう擦り合わせるかというジレンマを
感じた10分間でした。
長沼先生：この同時双方向型授業では、つなが
る感覚をどうもってもらうかを意識し、投票機能や
チャットを組み込みました。最初に情報理解の投
票パートがあり、その後に身近な質問で引き寄せ
て、それをベースにしながら、オープンチャットで他
の人の投稿も見える状況で意見を共有しつつ、協
働的にタスクの課題を考える流れにしました。オン
ラインになり、授業のリアリティや自分のやりがいを
もてない、教師としての自分が出せないなどの感
覚をもつこともあると思いますが、津久井先生はこ

のチャットを使った授業からつながりを感じること
はできましたか？
津久井先生：つながり過ぎる感覚もありましたが、
教室には発言しづらい生徒もいることを考えると、
生徒によっては積極的に自分を出せるようになる
授業形態の１つといえるかもしれません。 
長沼先生：同時双方向型授業は、チャットを見な
がら反応するというマルチタスク、マルチモードの
ため、難しさもありますが、大変興味深かったです。
工藤先生：津久井先生の指示を聞きながら、
チャットに書き込んでいる間に、画面には別の指示
や他の人から新しいコメントが届くので、短い時間
にいろいろな技能を同時に使う難しさはあります。
最後に、津久井先生と生徒との対面授業を見て
いきます。同じ教材、内容ですが、違うアプローチ
をとっていますので、見比べて、対面のインタラク
ションのよさを感じていただけたらと思います。

津久井 貴之 先生

工藤先生：津久井先生、ありがとうございました。
津久井先生：チャットのよさを感じましたが、そのよ

津久井先生：高校２年生の習熟度別授業での標
準クラスの生徒たちの様子を見ていただきました
が、改めて対面はいいなと思いました。
長沼先生：私も対面のよさを感じました。ビデオの
テロップにありましたが、生徒のつぶやきを拾って
いくのがよかったです。生徒自身がつぶやく場合も
あれば、ペアや周囲の人と話をしているのを聞い
た先生が拾う場合もあると思います。自然とつぶ
やける関係性のあるクラスの支持的な雰囲気が、
授業の緊張感を解き、友だちと話しやすくするな
どの効果もあると思います。そうした雰囲気は最
初からあったわけではないと思います。新しい学
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図2-1 図2-2

工藤 洋路 先生

校に移られて間がない段階から、どのようにあの
雰囲気をつくり、生徒が反応してくれるようになっ
たのかが気になりました。そこへのヒントが、オンラ
イン授業への示唆にもなると思います。

津久井先生：依然として努力中ですが、焦らない
ようにしています。今回の授業は、対面授業ができ
るようになってから２～３か月経過した頃のもので
す。私は意識的に日本語で「お腹すいたな……」
とか同じことを２回言うなど、人間らしい一面を生
徒に見せるようにしています。また、生徒から何か
つぶやきが聞こえてきたら、日本語でもいいので、
必ずリアクションを返すようにしています。その積
み重ねが大事だと思っています。
長沼先生：新型コロナウィルス対策で机間指導が
しづらいため、生徒との間に物理的な距離ができ
てしまいますが、心理的距離を縮めるために、先
生の姿勢を示したり、日本語でもリアクションを返し
たりと、信頼関係を築いているのが感じ取れまし
た。改めてよい授業だと感じました。
工藤先生：では、津久井先生の３つの授業につい
て振り返ります。
　３つの授業をteacher talkに焦点を当てて分
析すると、オンデマンド型はしっかりと準備がされ
ており、ゆっくり意図的にポーズを入れて話すとこ
ろが印象的でした。オンデマンド型授業では、聞き

取れなかったところをもう一度戻って聞くことがで
きますが、それでもゆっくり、丁寧に話をして、相手
の反応をしっかり拾うことを意識されていました。
同時双方向型は、あらかじめ準備されていた部
分はゆっくり丁寧に話し、チャットの反応などを待
ちながらコメントする場面は、その場で即興的に
話していました。あらかじめ準備されていなかった
であろうコメントが、先生から多く発せられ、準備さ
れていたものと瞬間的に入り混ざる、同時双方向
型は面白いと思いました。対面授業は、関係性が
できている生徒たちなので、流暢に、カジュアルに
話をしている印象がありました。授業形態ごとに適
切なteacher talkのあり方も変わってくるので、そ
れぞれの形態に合わせたトレーニングができそう
です（図2-1）。
　また、本文の内容は同じでも、授業アプローチ
はそれぞれで異なっていました。アプローチが変
われば、生徒が使用する技能も変わります。オンデ
マンド型は、基本はリスニング技能、同時双方向
型はチャットでのライティング技能、対面授業はペ
アで話し合う時のスピーキング技能と、同じ教材を

使っても授業展開が異なりました。それは意図的
に変えたのではなく、それぞれの授業形態に最適
なアプローチを考えたときに、異なる形になったと
いうことです（図2-2）。
　オンデマンド型では、生徒を授業に引き込むた
めに、生徒に考えさせる場面を意識的に多く入れ
ていました。画面をのぞき込みながらwith……や
And then……とポーズを入れながら話しかけ、
生徒に何だろう？と考えさせる場面や“Am I 
telling a lie to you right now?” などの質問
を多めに用い、反応を返したくなるteacher talk
をたくさん入れていました。オンデマンド型は、直接
その場で反応をもらえませんが、個々で反応する
場面はつくれていたと思います。
　同時双方向型は、生徒の反応にどう対応して
いくかがポイントになります。次 と々届くチャットコメ
ントの整理や反応のしかたに、教師のスキルが表
れます。コメントが届いた順に、面白いものを拾っ
ていくやり方もありますし、あらかじめ本文と関連
するものを選択することもできます。行き当たりばっ
たりの授業にならないように、視点や目的をもちな
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図2-1 図2-2

工藤 洋路 先生
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を多めに用い、反応を返したくなるteacher talk
をたくさん入れていました。オンデマンド型は、直接
その場で反応をもらえませんが、個々で反応する
場面はつくれていたと思います。
　同時双方向型は、生徒の反応にどう対応して
いくかがポイントになります。次 と々届くチャットコメ
ントの整理や反応のしかたに、教師のスキルが表
れます。コメントが届いた順に、面白いものを拾っ
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するものを選択することもできます。行き当たりばっ
たりの授業にならないように、視点や目的をもちな

上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム報告書2020 （ARCLE）上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム報告書2020 （ARCLE） 1716

第
2
部
：
実
践
研
究

「
つ
な
が
る
」
英
語
の
授
業
を
つ
く
る
　
〜
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
〜

第
2
部
：
実
践
研
究

「
つ
な
が
る
」
英
語
の
授
業
を
つ
く
る
　
〜
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
〜



図2-3 図2-4

がら、流れのよい授業をつくることが大切です
（図2-3）。
　ビデオ視聴をした対面授業では、non-verbal 
communicationが占める割合について、ペアで
考えさせる場面がありました。「何パーセントだと
思う？」と繰り返し津久井先生が聞いて、各ペアが
考えた回答を答えていきます。教室にいるほぼ全
部のペアに聞く、非常に長いやり取りでした。答え
が出るまで何度もいろいろなペアに聞くやり取りが、
生徒に答えを早く知りたいという欲求を芽生えさ
せ、最後に答えを知った生徒たちが「えーっ」と驚
くなど、対面ならではの環境づくり、工夫が見られ
ました。また、生徒が言ったことに対して、先生が
recastやechoingをすることで、正しい、適切な英
語に上書きされていく場面が何度かありました。上
書きされた英語は、生徒たちの新たなインプットと
なります。これはオンデマンド型ではできませんし、
同時双方向型も全員が声を出すのは難しいため、
こうした瞬間的なフィードバックは対面ならではだ

と思いました。この後は長沼先生に全体的な解説
をしていただきます。
長沼先生：今日の３つの授業を「対面」から「遠
隔」の順に並べて振り返ると、用語は少し違いま
すが、①対面型授業から、遠隔授業の②同期型

（オンライン）、③非同期型（オンデマンド）の順に、
双方向型から一方向型へと整理できます（図2-4）。
しかし、本当にそうなのでしょうか。オンデマンド型
でも教師からかなりの語りかけがあり、教師と生徒
の内面での対話が起こっていました。オンラインの
同時双方向型授業では、チャットのコメントへの教
師からの反応や質問の投げかけに応じてさらに
コメントをするなど、教師の働きかけを介して生徒
同士の対話が生まれている様子がうかがえました。
図2-4の下の①の図は対面型授業を想定してい
ますが、対面でも教師主導型で一方向であること
があります。本質的な学びのためには、どの場面
においても教師の語りかけによるインタラクション
の促しが必要となります。双方向性を担保するた

め、つぶやきなどを教師がうまく拾い、それぞれの
生徒に頭の中での対話を促すことが望ましいで
す。また、生徒同士で話をしている時間も互いの
思考を整理したり、考えを引き出したりする協働的
な場面でもあります。話しやすい場をつくり、時に
は日本語でのやり取りも織り交ぜながら、コミュニ
ケーションする楽しさや喜びを体験できるようにす
ることが大切です。対面、遠隔のどちらも支持的な
よい風土づくりが重要ですが、遠隔には雰囲気を
つくる難しさがあるので、工夫は必要だと思います。
先ほど体験した同時双方向型のチャットは、下の
図②にあるように文字でのやり取りが中心になり、
各人とのその場での口頭のやり取りとは異なりま
すが、発言を読んで反応したり、それを拾って「あ
なたはどう思いますか？」と個人や全体に投げか
けたりすることができます。教室であれば聞き逃し
てしまうことや理解が遅れてしまう内容も、文字だ
と安心してコミュニケーションができますし、通常の
教室では発言しづらい生徒も、チャットであれば発

言しやすくなります。各生徒が頭の中で考えてい
ることが見え、整理に混乱することもありますが、そ
こが見える化されることは、チャットならではのメ
リットだと感じています。
　CEFRは2018年The CEFR Compan ion 
Volume（以下、CV）を出し、６領域目のフレーム
ワークとして、EメールやチャットのようなWritten 
&O n l i n e i n t e r a c t i o nを追加し、On l i n e 
conversation & discussionとGoal-oriented 
on l ine transact ion & col laborat ionという
トピック型とタスク型の文字によるインタラクション
がカバーされた内容となりました。CVはOnl ine 
interactionにおけるメッセージの余剰性の必要
性を特徴として挙げています。書くことで情報は整
理され、コンパクトなものになりますが、実際に話を
していると、途中でいろいろなことを言ったりし、そ
れが余白を生んだり、かかわりを深めたりします。
静的なプロダクションとしてのライティングとは異な
り、動的なインタラクティブなライティングでは、そう
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がら、流れのよい授業をつくることが大切です
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考えさせる場面がありました。「何パーセントだと
思う？」と繰り返し津久井先生が聞いて、各ペアが
考えた回答を答えていきます。教室にいるほぼ全
部のペアに聞く、非常に長いやり取りでした。答え
が出るまで何度もいろいろなペアに聞くやり取りが、
生徒に答えを早く知りたいという欲求を芽生えさ
せ、最後に答えを知った生徒たちが「えーっ」と驚
くなど、対面ならではの環境づくり、工夫が見られ
ました。また、生徒が言ったことに対して、先生が
recastやechoingをすることで、正しい、適切な英
語に上書きされていく場面が何度かありました。上
書きされた英語は、生徒たちの新たなインプットと
なります。これはオンデマンド型ではできませんし、
同時双方向型も全員が声を出すのは難しいため、
こうした瞬間的なフィードバックは対面ならではだ

と思いました。この後は長沼先生に全体的な解説
をしていただきます。
長沼先生：今日の３つの授業を「対面」から「遠
隔」の順に並べて振り返ると、用語は少し違いま
すが、①対面型授業から、遠隔授業の②同期型

（オンライン）、③非同期型（オンデマンド）の順に、
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でも教師からかなりの語りかけがあり、教師と生徒
の内面での対話が起こっていました。オンラインの
同時双方向型授業では、チャットのコメントへの教
師からの反応や質問の投げかけに応じてさらに
コメントをするなど、教師の働きかけを介して生徒
同士の対話が生まれている様子がうかがえました。
図2-4の下の①の図は対面型授業を想定してい
ますが、対面でも教師主導型で一方向であること
があります。本質的な学びのためには、どの場面
においても教師の語りかけによるインタラクション
の促しが必要となります。双方向性を担保するた

め、つぶやきなどを教師がうまく拾い、それぞれの
生徒に頭の中での対話を促すことが望ましいで
す。また、生徒同士で話をしている時間も互いの
思考を整理したり、考えを引き出したりする協働的
な場面でもあります。話しやすい場をつくり、時に
は日本語でのやり取りも織り交ぜながら、コミュニ
ケーションする楽しさや喜びを体験できるようにす
ることが大切です。対面、遠隔のどちらも支持的な
よい風土づくりが重要ですが、遠隔には雰囲気を
つくる難しさがあるので、工夫は必要だと思います。
先ほど体験した同時双方向型のチャットは、下の
図②にあるように文字でのやり取りが中心になり、
各人とのその場での口頭のやり取りとは異なりま
すが、発言を読んで反応したり、それを拾って「あ
なたはどう思いますか？」と個人や全体に投げか
けたりすることができます。教室であれば聞き逃し
てしまうことや理解が遅れてしまう内容も、文字だ
と安心してコミュニケーションができますし、通常の
教室では発言しづらい生徒も、チャットであれば発

言しやすくなります。各生徒が頭の中で考えてい
ることが見え、整理に混乱することもありますが、そ
こが見える化されることは、チャットならではのメ
リットだと感じています。
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Volume（以下、CV）を出し、６領域目のフレーム
ワークとして、EメールやチャットのようなWritten 
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conversation & discussionとGoal-oriented 
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トピック型とタスク型の文字によるインタラクション
がカバーされた内容となりました。CVはOnl ine 
interactionにおけるメッセージの余剰性の必要
性を特徴として挙げています。書くことで情報は整
理され、コンパクトなものになりますが、実際に話を
していると、途中でいろいろなことを言ったりし、そ
れが余白を生んだり、かかわりを深めたりします。
静的なプロダクションとしてのライティングとは異な
り、動的なインタラクティブなライティングでは、そう
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図2-5

長沼 君主 先生

第2部：実践研究（撮影会場）

した余剰性を意識する必要があるということだと
思います。また、口頭の場合は、その場で理解確
認やエラー訂正などができますが、書き言葉だと
伝わったつもりになり、また、やり取りの時差からタ
イミングを逸することもあるので、きちんと伝わって
いるかを確認する必要があることにも触れられて
います（図2-5）。
　今年度から教科化された小学校の英語教育
では、対話の継続につながるスモールトークが重
視されており、中学校の移行教材等でも推奨され
ています。オンライン授業においても、対話を続け
るように努めることが重要です。それぞれが答え
て終わるのではなく、コメントを取り上げてフォロー
アップの反応をし、さらに質問や発言をしながら、
会話を続けていく談話的能力や方略を、改めて
考える必要があると思います。　
　最後に遠隔授業と対面型の授業を組み合わせ

た授業ですが、遠隔授業の取り入れで反転学習
的な学びが扱いやすくなり、通常の対面的な学び
の活性化をもたらす可能性が広がったと思いま
す。また、遠隔授業では、遠隔だからこそ人とつな
がりたいという気持ちが生まれているように思いま
す。小学校でも、遠隔授業から対面授業になった
時、オンデマンド型授業で積み上がった気持ち
が、対面授業の参加度を高めたという話を聞きま
した。相手意識を高めることがコミュニケーション
の本質であり、対面授業に残るものが何かを問う
ことが、学びの定着や自律的学習につながると思
います。遠隔授業への対応から1年が経とうとして
いる今、遠隔的な学びと対面的な学びを組み合
わせた新しい価値観が生まれています。新しい学
びの姿や質の保証を、また一緒に考えていけたら
と思っています。
事務局：本日のまとめを吉田先生からお願いしま
す。
吉田先生：実践的、具体的な提案がなされてい
て、非常に有益な内容でした。第1部から実践
パートに至るまで、何のために言葉を学ぶのかと
いう原点が貫かれていました。津久井先生は３つ
の授業を実践されましたが、素晴らしかったです。
対面授業は生徒へのフィードバックがすぐにでき

ますが、これはわれわれが目指しているコミュニ
ケーションの原型だと思います。
　今年は私も、授業用に20～30本のオンデマンド
映像を作りました。反転授業のように生徒には授
業前に見てもらい、双方向型のオンライン授業で
内容について詳しく触れて、グループワークやディ
スカッションにつなげています。オンライン授業中
は、ディスカッションの中に私も入り、質問を受けた
り、答えたりすることもあります。これまでは、40人の
生徒がいる授業で、個々のディスカッションに入る
ことは難しかったのですが、オンラインでは可能に
なりました。ディスカッション後は、全体的な質問を
受けたり、reaction paperを書かせたりして、次
の授業で私なりの答えを発表しています。私から
の答えは、授業前に学生がすべてを見られるよう
に、共有場所であらかじめ公開をしています。この
ようなことは、対面授業ではほとんどできませんで
したが、それが可能になりました。こうした時代とな
り、オンライン、オンデマンドのよさを意味づけなが
ら、全体的、総合的に英語の授業をよりよいものに
発展させていくことが必要になっていきます。工夫
をしなければなりませんが、そういう時代に突入し
たのだと思います。
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ARCLE理事・研究員からのメッセージ

シンポジウムを終えて
吉田 研作（上智大学）

　今回のシンポジウムはコロナ禍という異常事態の中で、オンライン形式で実施された。結果的には、全国各
地のみならず、海外からも参加者がいて、例年とは一味違ったシンポジウムになった。しかし、どのような環境
であろうと、日本の英語教育が目指すべき目標は変わらない。田中先生と私の発表は、まさにその点を強調し
たものだったと思う。対面にせよ、オンラインにせよ、今までと異なる工夫をしなければならないが、それは、
具体的な教え方の問題であり、決して本質的な英語教育の目的や目標の問題ではない。津久井先生の3通り
の授業の実施形態も、決して英語教育の本質が変わるのではないことを示していた。来年度、たとえ授業が
対面に戻ったとしても、コロナ禍前の状態に戻るわけではない。この1年、様々な形で経験してきた新たな英
語教育のあり方は、必ず今後の日本の英語教育に影響を与えるだろう。そして、ますます大海に向けた英語教
育が広がることを期待する。

田中 茂範（PEN言語教育サービス）

　英語教育の歴史を回想すれば、「Ａが変わればＢが変わる（はずだ）」という議論がずっと行われてきたよう
に思います。Ａにあたるのは「教科書」「入試」「指導法」「評価法」「教師」などで、Ｂにあたるのは「英語教育
（の成果）」です。英語が国際共通語となった今、英語教育は、生徒一人ひとりの中に息づくMy Englishを育
てる教育を行う必要があります。そのためには、教師が変わることが課題になってきます。慣れ親しんだやり
方を変えるということです。教師として変わる際のベクトルはいくつかありますが、個人的には「文法指導」の
あり方だろうと思っています。文法のない言語はありません。どの英文を見ても、文法の血が流れています。し
かし、ここでいう文法は、文を分解し、解説するためのものであってはなりません。表現を自在に紡ぎ出すため
の文法、すなわち、「表現英文法」でなければなりません。2022年度から使用される高等学校の英語の教科
書では、文法の取り扱いが明らかに変わります。タスクの中に文法を位置づけることが求められるようになり
ます。文法指導のあり方を変えることは、シンボリックな意味で英語教育の改革に大きなインパクトを与える
と信じています。

根岸 雅史（東京外国語大学）

　　初めてのオンライン・シンポジウムは、準備段階では不安もありましたが、無事終えてほっとしています。ア
ンケート結果を見ると、参加者の多くの方がこのオンラインの形式に満足されたことが分かります。第１部の田
中先生のお話は、これまでの長年の研究のエッセンスが入ったものでした。「いつか、どこかで」ではなく「今、
ここで」や「しなやかに」といった「大和ことば」のメッセージ性の力強さを感じました。また、吉田先生の金魚
鉢モデルは、田中先生の「いつか、どこかで」ではなく「今、ここで」の延長線上にあることを再認識しました。
第２部の津久井先生の授業は非常に興味深いものでした。オンデマンド型授業・オンライン同時双方向型授
業・対面授業はよく比較されますが、同じ授業者が同じ教材で実践したことは私は見たことがありませんでし
た。これは授業者が津久井先生という優れた実践者であったことを差し引いても、今後の実践の大きなヒント
になったことと思います。

アレン玉井 光江（青山学院大学）

　今回は異例のオンラインでのシンポジウムでしたが、私は田中先生のご講演についてコメント及び質問をす
る役割をいただいておりました。田中先生は、今こそ言葉の力、及びコミュニケーションの力が必要であること
を説かれ、ECF(English Curriculum Framework)が提案する英語コミュニケーション能力について語られま
した。今までもお話をお聞きし、勉強しておりましたが、改めてECFを深く理解することができました。私から
は、人の力の源に言葉が存在していることを共有させていただき、この不確実な世界を生き抜く子どもたちの
ために行われているEducation 2030プロジェクトをご紹介しました。
　通常とは異なる形態でのシンポジウムでしたが、先生方のご発表から「これから求められる英語教育」につ
いて多くのことを学ぶことができ、とても充実したものでした。参加できたことをうれしく、また光栄に思って
おります。

金森 強（文教大学）

　今回のシンポジウム、全国の様々な地域から多くの方の参加があったと聞いています。年の瀬の大変お忙し
い時期に英語教育について考える時間をもっていただいたことをうれしく思います。これまでとは趣が異なる
リモートでの開催、実施にあたっては、相当の準備とご苦労があったはずです。企画・運営をしてくださった
ARCLE事務局の皆さん、本当にありがとうございました。
　今回のシンポジウムでは、第1部の田中先生、吉田先生のお話から、これからの英語教育を考える時、何が
大切なのか、そして、どこに向かって進むべきなのかについて、再度確認する機会とすることができました。ま
た、第2部の実践的な取り組みの紹介では、今後の英語授業への多様な視点からのアプローチに加え、現場
教員一人ひとりの主体的な取り組みへの期待と可能性を感じることができました。Covid-19が猛威を振るい、
いろいろな面で思うようにならない日々を送ってきた1年でしたが、1年の最後に、大変貴重で心が高揚する時
間をもつことができました。本当に大変な1年でしたが、現場の先生方のご苦労は子どもたちの成長の確実な
支えになっているはずです。最後に、これまでARCLEを牽引してくださった田中先生、吉田先生に心より感謝
の意を表したいと思います。ありがとうございました。

長沼 君主（東海大学）

　対面型と遠隔型の学びの差は何であろうか。急速な遠隔型の授業の取り入れが求められるようになる中、
対面での双方向的な学びの代替としての遠隔による一方向的な学びとの位置づけが、ともするとなされてい
るように見える。対面でも遠隔でも本質的な学びとして、教師の語りかけにより、オンラインチャットやリアク
ションペーパー等も含む、インタラクションを促し、教師や生徒の内面での対話を引き起こす意味においては、
学びにおける姿は変わらないだろう。近年出されたCEFR/CV（Companion Volume）では、Online & 
Written Interactionの領域が新たに設けられたが、書き言葉によるインタラクションの発達をより積極的に
扱うことで、可能性が広がるだろう。遠隔での反転学習的な学びによる対面授業の活性化や、遠隔学習だか
らこその人とつながりたいとの気持ちを起こし、コミュニケーションを動機づけ、相手意識を高めるための工
夫、さらには、対面授業に残るものが何かを問うことによる学びの定着や自律的学習と自立的使用への深い
問いかけなど、代替ではない、遠隔を交えた授業における新しい学びの姿と質保証を考えていきたい。
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「心に残った気づきや学び・これから取り組みたいこと」
～参加者アンケートから～

小学校教師

参 加 者 の 声 　

◎講義を聞き、実践授業に参加して、学習者は表現者であり、指導者は学習者の実践のためにファシリテーター、プロ
デューサー、自身がよきコミュニケーターであるべきだと思いました。明日からの子どもたちとの対面授業で、意識して実
践していきたいと思います。
◎使える英語、通じる英語を教えていきたいです。そのためには日本語と英語との言語認知の違いや音声の違いなどを、
英語（外国語）教育者が理解することが必要だと思いました。

中学校教師・中高一貫校教師

◎New Normalな英語教育において「教師がどのような力を身につけるべきか」という問いに対して、ある目的に向かって
全員で協働的に解決していくプロジェクト型の授業を展開し、リサーチ・ディスカッション・プレゼンテーションする力をつ
けさせることが大事であると感じました。

高校教師

◎「言葉はコミュニケーションのツールである」。これを肝に銘じて、社会に貢献しようとする生徒を育成したいと思います。
◎同じ題材を用いたオンデマンド授業や同時双方向オンライン授業や対面授業について、授業者としての違い、生徒とし
ての違いなどを実際に体験して確認することができました。
◎先生方の実践を拝見し、オンライン授業が、必ずしも対面授業に比べて劣っているものではないことに気づきました。
◎「生徒のつぶやきを拾う」。そのためには「生徒がつぶやいてくれる支持的な風土」を教室につくっていきたいと本気で
考えました。言葉を紡ぐことは、人間関係を紡ぐこと、「紡いだ」キャンバス地の上に生徒たちが思いきり自己表現の絵
画を描けるように支援したいと思います。

教育行政関係者・研究者・大学教員

学生

◎これまでは限定された世界でのつながりだったものが、コロナ禍とデジタルテクノロジーの進化により、一気にバリアフ
リーにつながることができる世の中になりました。そのような社会を生きていく子どもたちと、人とのコミュニケーションや
つながりについて、共に考えていきたいです。
◎オンデマンド、オンライン、対面での指導方法の違いと、teacher talkの使い方が参考になりました。特にteacher talk
について、自分なりに変化を加えてみたいと思いました。

◎これからの英語教育は、学習者自身が表現者になるということを聞き、自分の英語を使って、自信をもって話そうという
ことを、将来は指導していきたいと思いました。
◎オンライン授業は一方的、対面授業は双方向的という固定概念が、自分の中に形成されていたことに気づくことができ
ました。授業方法によっては、どのようなプラットフォームを用いても、双方向の授業にも一方的な授業にもできるという
ことが一番の学びです。

民間企業

◎教科としての英語ではなく、言語としての英語を子どもたちに伝えることが私たちにできることであり、この先もどんな
方法・媒体であっても変わらないことだと感じました。
◎このような状況になったからこそ、改めて何をどう使って、世界の人とつながるコミュニケーションツールとしての英語の
学びを子どもたちに提供していくかを考える機会になりました。
◎コロナ禍で対面でのやり取りが制限される中、やり取りの活動は難しいと決めつけていました。しかし、対話する力はこ
れからの時代に必ず必要であること、そして対面における口頭でのやり取りにこだわらなくても、対話する力を伸ばす方
法はあるということを学べました。

ARCLE Webサイトのご案内

ARCLEでの研究活動（イベント情報を含む）・コラム・刊行物などを定期的に発信しています。

本冊子もダウンロードできます。

http://www.arcle. jp/

英語教育　ア－クル
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（五十音順）
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アレン玉井光江（青山学院大学）

金森強（文教大学）

田中茂範（PEN言語教育サービス）

根岸雅史（東京外国語大学）
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長沼君主（東海大学）

小野塚若菜（ベネッセ教育総合研究所） 

加藤由美子（ベネッセ教育総合研究所） 
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渡邊直人　（ベネッセ教育総合研究所） 
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事務局

Action Research Center for Language Education（ARCLE/アークル）
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